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４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施

設の整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項

［１］市街地の整備改善の必要性

（現状分析）

  本市の市街地は第二次世界大戦でその約 93％を焼失したが、戦後いち早く戦災復興土地区画

整理事業に取り組み、約 1,044ha に及ぶ基盤整備を行い、今日の市街地構造の骨格が形成され

た。

また、地形的な制約により比較的コンパクトに形成された中心市街地には、県都にふさわし

い商業や業務等の様々な都市機能の集積が進み、社会基盤整備も高い水準を維持している。

（課題）

  こうした現状を踏まえ、人口減少や少子高齢社会の到来などに対応するため、これまでに蓄

積された社会資本ストックの効果的な活用を図り、良好な都市基盤を維持向上させ、中心市街

地の活力の基盤を形成する整備改善を進めていくことが課題である。

（市街地の整備改善の方向性）

広域高速交通網の整備進捗に伴う交流人口の増大に対応して、交通結節拠点を中心に土地の

高度利用と都市機能の集積を進めることによって、南九州の交流拠点都市として、さらに個性

と魅力ある都市空間の創出が必要である。

また、少子高齢化の進行に対応して安全で快適な歩行環境や道路等のバリアフリー化事業を

推進するとともに、近年における人口の都心回帰傾向を受けて、高齢者を含めすべての人々が

安心して暮らせる住みよい市街地環境の整備改善を進める。

さらに、国際観光都市として国内外から多くの人々が訪れる本市のまちの顔にふさわしい都

市景観や観光施設等の整備等により、中心市街地の魅力と回遊性の向上を図る。

  なお、これらの取組にあたっては関係機関と連携の上、中心市街地の総合的な都市交通の観

点から施設の戦略的な整備を図る。

（フォローアップの考え方）

基本計画が認定された 2年後の平成 21年度に完了もしくは開始している事業について、進捗

調査を行い、状況に応じて事業の促進などの改善措置を講じる。

また、計画期間満了時点において再度進捗調査を実施し、中心市街地活性化の効果的な推進

を図るものとする。

［２］具体的事業の内容

(1) 法に定める特別の措置に関連する事業

  該当なし
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(2)①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業

事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：１

中央町 22番街区

市街地再開発事業

中

央

町

22

番

街

区

市

街

地

再

開

発

組

合

〔目標達成のための位置づけ〕

平成 22 年度末の九州新幹線全線開業に

向けて、鹿児島中央駅南部地区では、陸の

玄関としての顔づくりや商店街の活性化

が望まれている。南部地区の中央に位置す

る中央町 22番街区では、隣接する 23番街

区と連携して、市街地再開発事業を推進す

ることにより、魅力ある商業施設や快適な

回遊拠点などを整備し、南部地区ひいては

中央駅周辺の活性化につなげていく。

〔必要性〕

魅力ある商業機能や立地を生かした業

務施設などを整備する再開発事業を推進

することは、中央駅南部地区への集客力を

高め、にぎわいの創出と活性化のために必

要な事業である。

  ↑完成予想図

支援措置：

まちづくり

交付金

内容：

第一種市街地再開

発事業の実施

・延面積：約 5,000 ㎡

・構造：鉄骨造

・階数：地上 4 階

・用途：商業、業務施設、

駐車場

位置：

中央町 22番街区

実施時期：

H19 年度～

H21 年度

地区面積:

約 0.22ha

実施時期:

H17 年度～H21 年度
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：２

中央町 23番街区

市街地再開発事業

中

央

町

23

番

街

区

市

街

地

再

開

発

組

合

〔目標達成のための位置づけ〕

平成 22 年度末の九州新幹線全線開業に

向けて、鹿児島中央駅南部地区では、陸の

玄関としての顔づくりや商店街の活性化

が望まれている。南部地区の中央に位置す

る中央町 23番街区では、隣接する 22番街

区と連携して、市街地再開発事業を推進す

ることにより、都心居住を促進する都市型

住宅や魅力ある商業施設、快適な回遊拠点

などを整備し、南部地区ひいては中央駅周

辺の活性化につなげていく。

〔必要性〕

魅力ある商業機能と都市型住宅の供給

を通して、中央駅南部地区への集客力を高

め、新たなにぎわいの創出と活性化のため

に必要な事業である。

        ↑完成予想図

   ↑ｱｰｹｰﾄﾞ側ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽｲﾒｰｼﾞ図

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画）内容：

第一種市街地再開

発事業の実施

・延面積：約 13,000 ㎡

・構造：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

（一部鉄骨造）

・階数：地上 17 階

・用途：共同住宅、商業

業務施設、駐車場

位置：

中央町 23番街区

実施時期：

H19 年度～

H22 年度

地区面積:

約 0.27ha

実施時期:

H17 年度～H22 年度



59

事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：３

中町自転車等駐車

場（仮称）整備事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

中心市街地の商店街での自転車等の放

置を防止し、安全・円滑な歩行空間の確保

を図るための事業である。

また、親子つどいの広場施設を合築する

ことにより、土地の有効活用を図る。

〔必要性〕

自転車等による来街者の利便性向上と、

放置自転車の防止や都市景観の向上を図

り、中心市街地の回遊促進とにぎわい創出

のために必要な事業である。

          ↑完成予想図

支援措置：

まちづくり

交付金

内容：

自転車等駐車場の

整備

位置：

いづろ・天文館地区

実施時期：

H18 年度～

H19 年度

地区面積:

563.7 ㎡

実施時期:

H18 年度～H19 年度

事業名：４

歴史ロード“維新ふ

るさとの道”（仮称）

整備事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

明治維新で、多くの偉人達を輩出した加

治屋町の甲突川左岸緑地とその周辺を、観

光客や市民が歴史を感じながら散策でき

る空間として整備し、観光の振興を図る。

〔必要性〕

新たな観光の魅力創出により、体験型観

光、滞在型観光の振興を図り、交流人口の

増加と回遊性の高いまちづくりの推進に

必要な事業である。

下級武士屋敷の整備イメージ図 ↓

↑西郷隆盛生誕地の整備イメージ図

支援措置：

まちづくり

交付金

内容：

多様な魅力を持っ

た観光ゾーンづく

り

位置：

甲突川左岸緑地及

びその周辺

実施時期：

H18 年度～

H21 年度

実施時期:

H18 年度～H21 年度
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：５

甲突川右岸緑地

整備事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

九州新幹線の全線開業を見据え、鹿児島

中央駅～ナポリ通り～甲突川右岸～甲突

川左岸～電車通りのエリアを観光客や市

民が快適に散策できる空間として一体的

に整備を図り、回遊性のある観光ゾーンづ

くりを行い、観光の振興を図る。

〔必要性〕

観光情報発信等のための新たな拠点施

設の設置や、当該地区に不足している観光

バス駐車場の整備等を行うことにより、観

光客の利便性の向上が図られることから、

回遊性の高いまちづくりの実現のために

必要な事業である。

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画）内容：

多様な魅力を持っ

た観光ゾーンづく

り

位置：

甲突川右岸緑地

及びその周辺

面積：5,731.4 ㎡

東西延長：約 300ｍ

実施時期：

H19 年度～

H22 年度

実施時期:

H19 年度～H22 年度

甲突川右岸緑地整備事業整備基本計画平面図
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：６

ファンタスティッ

クイルミネーショ

ン推進事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

九州新幹線全線開業を見据え、彩り豊か

な魅力ある鹿児島の夜を演出するため、公

共の都市施設のライトアップや、商店街等

によるイルミネーションの設置を、行政と

民間が一体となって実施し、夜の景観向上

や安全性向上を図るとともに、滞在型観光

の推進を図る。

〔必要性〕

市民や観光客が気軽にまち歩きを楽し

める感動と魅力あふれる中心市街地の夜

間景観の創造と回遊性の向上を図るため

に必要な事業である。

※ 本事業は、市電軌道敷緑化（芝生化）整備

事業、歴史ロード“維新ふるさとの道”（仮

称）整備事業及び商店街ﾌｧﾝﾀｽﾃｨｯｸｲﾙﾐﾈｰｼｮ

ﾝ事業と連携して相乗効果を図る。

      

↑ナポリ通りライトアップ（Ｈ18年度）

↑軌道敷緑化ライトアップ（Ｈ19年度～）

支援措置：

まちづくり

交付金

内容：

特性を生かした魅

力ある夜間景観に

よる観光地づくり

位置：

中心市街地

・ 市電軌道敷

（鹿児島中央駅

～鹿児島駅）

・歴史ロード“維新

ふるさとの道”（仮

称）整備区域及び

南洲橋

実施時期：

H18 年度～

H21 年度

実施時期:

H18 年度～H21 年度
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：７－１

市電軌道敷緑化

整備事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

中心市街地の市営電車軌道敷の芝生緑

化により、ヒートアイランド現象の緩和や

個性ある都市景観の向上を図り、来街者に

潤いと安らぎのある都市空間を提供する

本市の路面電車活用による回遊性向上の

ための先進的なまちづくり事業として位

置づけている。

〔必要性〕

中心市街地の魅力アップ、回遊促進及び

活性化を図るとともに、公共交通の利便増

進と都市環境に配慮した中心市街地の活

性化のために必要な事業である。

※ ﾌｧﾝﾀｽﾃｨｯｸｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ推進事業（芝生化され

た軌道敷をライトアップする）及び商店街

ﾌｧﾝﾀｽﾃｨｯｸｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ事業と連携して相乗効

果を図る。

↑緑の回廊は新たな観光かごしまの顔

↑緑化された軌道敷と新型 LRT

支援措置：

①まちづく

り交付金

②社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画

事業）

実施時期：

①H18年度～

H19 年度

②H23年度～

H24 年度

内容：

街路の緑化

（市営電車軌道敷

の緑化）

位置：

①鹿児島中央駅～

鹿児島駅前

②唐湊電停～

中洲電停交差点

実施時期:

①H18 年度～

H19 年度

②H23 年度～

H24 年度
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：８

舗装新設・歩道整備

事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

歩道の段差解消や勾配の緩和等バリア

フリー化を推進し、子ども、障害者、高齢

者を含め、すべての人にとって安全かつ快

適な歩行空間を確保する。

〔必要性〕

カラー舗装化を併せて行うことにより、

人々が楽しみながら、まちなかを散策する

快適な歩行者空間を整備し、回遊促進とに

ぎわい創出のために必要な事業である。

支援措置：

①社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画）

②社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画

事業）

内容：

道路環境のバリア

フリー化整備

位置：

ナポリ通線、パース

通線、平田橋武線ほ

か

実施時期：

①H18 年度～

H22 年度

②H23 年度～

H27 年度

実施時期:

H18 年度～H27 年度

事業名：９

鹿児島駅周辺都市

拠点総合整備事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

鹿児島駅周辺地区は、鹿児島中央駅地

区、中央地区等とともに中心市街地の一角

を形成する地区であり、豊かな歴史と文化

に育まれ、景観にも優れるなどポテンシャ

ルが高い。そこで、基盤整備の取り組みと

同時進行させる形で、行政と住民等の共通

のまちづくり指針となる「まちづくりガイ

ドライン」を作成、実践するとともに、「ま

ちづくりガイドライン」を活かしながら基

盤整備計画と並行して、地域住民、民間等

が参加する中で駅周辺整備に導入する街

並みデザインの調査・検討を行うことによ

り、歴史、文化等資源が分布する駅周辺、

上町、磯、鹿児島本港、中央地区等が回遊

性を有しつつ一体的に賑わうまちづくり

を実現する。

〔必要性〕

まちの着実な発展には、まちづくりの主

役である住民等と、基盤整備を行う行政な

ど関係者がそれぞれの役割を理解したう

えで連携し、長期的視点に立って地域の価

値や魅力の向上を目指すことが必要であ

り、行政と住民等共通のまちづくり指針を

作成することは、社会ストックを生かして

効率的・効果的にまちの活性化を推進する

上からも必要な事業である。

支援措置：

①社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画）

②社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画

事業）

内容：

行政と住民等との

共通のまちづくり

指針となる「まちづ

くりガイドライン」

を作成・活用したま

ちづくりとデザイ

ンマネジメント

位置：

鹿児島駅の旧国鉄

用地を中心とする

駅周辺部

実施時期：

①H18 年度～

H22 年度

②H23 年度～

H27 年度

実施時期:

H18 年度～H27 年度
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：１０

ブルースカイ計画

事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

電線類の地中化を行い、安全で快適な歩

行者空間の確保や美しい都市景観の向上

を進め、まちなかの回遊性向上を図る。

〔必要性〕

来街者の誰もが安全で快適に移動でき

る歩行者空間を確保することは、中心市街

地の回遊促進と活性化のために必要な事

業である。

↑現在の文化通り３号線（歩道上の電柱）

支援措置：

①社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画）

②社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画

事業）

内容：

電線類の地中化の

推進

位置：

パース通線、文化通

３号線、平田橋武線

ほか

実施時期:

H19 年度～H27 年度

実施時期：

①H19 年度～

H22 年度

②H23 年度～

H27 年度

事業名：１１

（仮称）清滝川通り

整備事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

鹿児島市清滝川通り路上駐車場は周辺

の民間駐車場の増加等により利用者が減

少傾向にあることから、平成 20 年度末で

の廃止を含めた今後の取り扱い方針を定

めるとともに、安全で快適な歩行者空間の

確保や都市景観の向上を図る。

〔必要性〕

天文館公園や繁華街に通じる通りであ

ることから、歩行者動線の確保と安全で親

しみと潤いのある都市環境の整備や景観

向上を図ることで、中心市街地の回遊促進

と活性化につながる必要な事業である。

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画）内容：

路上駐車場廃止を

含めた一体的整備
実施時期：

H20年度～

H22 年度
位置：

いづろ・天文館地区

実施時期:

H19 年度～H22 年度
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：６８

天文館通１号線

緑化整備事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

中心市街地のいづろ・天文館地区から中

央公園、歴史と文化のゾーンをつなげる回

遊性の高い天文館通１号線（通称テンパー

ク通り）について、緑化整備による景観形

成を行うことにより、新たなにぎわい、安

らぎ、潤いを創出し、回遊性の向上を図る。

〔必要性〕

本事業は、鹿児島市の顔となってきてい

る市電軌道敷緑化のように、テンパーク通

りを芝生などによって緑化整備すること

により、周辺地域との回遊性の向上を図る

ものである。新たな都市景観が創出される

ことにより、新幹線全線開業後の来街者の

増加につながり、ひいては中心市街地の活

性化をもたらす機会であることから、必要

かつ重要な事業である。

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業）

内容：

商店街の芝生など

の緑化整備による

景観形成

位置：

いづろ・天文館地区

実施時期：

H23 年度

実施時期:

H23 年度

事業名：６９

天文館公園再整備

事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

天文館公園は、南九州随一の繁華街の天

文館に位置し、中心市街地における潤いと

安らぎの場として、また、にぎわいと活力

をもたらすためのイベント等に対応でき

る場として、その機能や役割の更なる充実

が求められている。再整備により、都市公

園としての役割に加え、周辺地域との連携

を強化し回遊性の向上及び中心市街地の

活性化を図る。

〔必要性〕

中心市街地におけるにぎわいや集客、広

域ネットワークの拠点としての機能強化

によるいづろ・天文館地区の活性化及び回

遊性の向上を図るために必要かつ重要な

事業である。

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（都心部地

区））

内容：

天文館公園の再整

備

位置：

いづろ・天文館地区

実施時期：

H23 年度～

H25 年度

実施時期:

H23 年度～H25 年度
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：１４－２

ＪＴ跡地緑地整備

事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

ＪＴ跡地に計画されている緑地用地に

ついては、地域住民や市立病院の入院患者

が気楽に散策できる緑地施設として整備

し、市民福祉と都市機能の向上及び中心市

街地の活性化を図る。

〔必要性〕

ＪＴ跡地を新たな緑化拠点として、緑豊

かな魅力ある都市空間の形成を図ること

は、市民福祉と都市機能の向上及び中心市

街地の活性化のために必要な事業である。

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（都心部地

区））

内容：

ＪＴ跡地の緑地整

備

位置：

日本たばこ産業（Ｊ

Ｔ）鹿児島工場跡地

実施時期：

H23 年度～

H26 年度

実施時期:

H23 年度～H26 年度

事業名：７０

冬季光の回廊事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

すでに実施している市電軌道敷芝生の

ライトアップ、ドルフィンポートやみなと

大通り公園のイルミネーションにつなが

る、新たなイルミネーションを実施し「光

の回廊」を創出することにより、夜の回遊

性の向上、冬季の宿泊観光客の増加を図

る。

〔必要性〕

本事業は、宿泊観光客数の落ち込む冬季

（12月、1月）における観光客誘致を目的

に実施し、夜間における街並みの魅力の向

上を図るものである。ライトアップやイル

ミネーションを実施するマイアミ通り、海

岸通り、みなと大通り公園、電車通りから

なる光の回廊は、多くの市民や観光客がま

ち歩きを楽しめる夜間景観であり、交流人

口の増加につながる必要かつ重要な事業

である。

支援措置：

①社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画）

②社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画

事業）

内容：

マイアミ通りと海

岸通りに、ドルフィ

ンポートやみなと

大通り公園につな

がるイルミネーシ

ョンを設置し、冬季

光の回廊を創出

位置：

マイアミ通りと海

岸通り（臨港道路本

港区線）の一部

実施時期：

①H22 年度

②H23 年度～

H27 年度

実施時期:

H22 年度～
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：６７

いづろ・天文館地区

回遊空間づくり推

進事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

本事業は、歩いて楽しく回遊できるまち

づくりを目指し、ワークショップなどによ

り、具体的な活性化策の検討を行い、事業

化を推進することで、いづろ・天文館地区

のにぎわいの創出と回遊性の向上を図る。

〔必要性〕

本事業は、地元事業者、学生、アーティ

スト等の多様な主体が参画するワークシ

ョップの開催やオープンカフェ等の社会

実験の実施により、現在天文館に不足して

いる機能やサービス、また新たな人をひき

つけるような方策について、具体的な施策

の検討を行い、事業の実現を推進するもの

である。いづろ・天文館地区のにぎわいの

創出と回遊性の向上に貢献することから、

中心市街地の活性化を図る上で必要かつ

重要な事業である。

支援措置：

①都市環境

改善支援事

業

②社会資本

整備総合交

付金（都市再

生整備計画

事業（都心部

地区））

内容：

中央公園と天文館

公園を結ぶ歩行軸

を中心とした地区

内の回遊空間づく

りの推進

位置：

いづろ・天文館地区

実施時期：

①H21 年度～

H22 年度

②H23 年度～

H24 年度

実施時期:

H21 年度～H24 年度

事業名：７４

鹿児島中央駅周辺

一体的まちづくり

推進事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

「陸の玄関」である鹿児島中央駅の周辺

地区において、エリアマネジメントの考え

方に基づき、行政と商業者等の共通のまち

づくりの指針となるガイドラインを作

成・実践することにより、同地区において

更なる個性と魅力のある一体的なまちづ

くりを通じて、にぎわい創出と回遊性の向

上を図る。

〔必要性〕

鹿児島中央駅周辺における更なる発展

には、まちづくりの主役である商業者等と

行政など関係者が連携し、長期的視点に立

ち地域の価値や魅力の向上を目指すこと

が必要であり、行政と商業者等の共通のま

ちづくりの指針を作成することは、より効

率的・効果的にまちの活性化を推進する上

からも必要な事業である。

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再生

整備計画事

業（都心部地

区））

内容：

行政と商業者等と

の共通のまちづく

りの指針となる「ま

ちづくりガイドラ

イン」を作成・活用

したまちづくり

位置：

鹿児島中央駅地区

実施時期：

H23 年度～

H25 年度実施時期:

H23 年度～H25 年度



68

(2)②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：７－２

市電軌道敷緑化

整備事業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

中心市街地の市営電車軌道敷の芝生緑

化により、ヒートアイランド現象の緩和や

個性ある都市景観の向上を図り、来街者に

潤いと安らぎのある都市空間を提供する

本市の路面電車活用による回遊性向上の

ための先進的なまちづくり事業として位

置づけている。

〔必要性〕

中心市街地の魅力アップ、回遊促進及び

活性化を図るとともに、公共交通の利便増

進と都市環境に配慮した中心市街地の活

性化のために必要な事業である。

支援措置：

都市交通シ

ステム整備

事業内容：

街路の緑化

（市営電車軌道敷

の緑化）

実施時期:

H19 年度～

H20 年度位置：

中洲通～鹿児島中

央駅、高見馬場交差

点～新屋敷交差点

実施時期:

H19 年度～H20 年度

(3) 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

  該当なし

(4) 国の支援措置のないその他の事業

事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置づけ及び必要性

支援措置の

内容及び実

施時期

そ の 他

の事項

事業名：１２

屋外広告物による

景観まちづくり事

業

鹿

児

島

市

〔目標達成のための位置づけ〕

景観の重要な要素である屋外広告物の

あり方を検討し、屋外広告物条例改正へ活

かし、景観計画や景観条例とともに中心市

街地における良好な景観形成を図る。

〔必要性〕

景観法に基づく景観計画の策定・景観条

例の制定に向けて取り組む中で、屋外広告

物の規制誘導について調査を行い、その良

好なあり方を検討し対応することは、本市

のまちの顔である中心市街地の都市景観

形成とまちのイメージアップ・活性化を図

るために重要かつ必要である。

支援措置：

市単独費

内容：

実態調査、あり方の

検討、検討委員会で

の検討、屋外広告物

条例の改正、条例骨

子案の作成、市民意

見募集

実施時期:

H20 年度～H22 年度


